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Vom 3. bis 5. April 1992 fanden in Hechingen/Hohenzollern die 8. Deutsch- 
Japanischen Amateurfunktage statt.  Ausgerichtet wurde die Tagung von der 
JAIG, der Vereinigung japanischer Funkamateure in Deutschland und vom OV 
P 52 “Hohenzollern”. 
Es hat sich eingebürgert, daß die Treffen im Wechsel entweder in Winnin- 
Gen/Mosel oder an einem anderen, für unsere Gäste aus Fernost interessanten 
Ort stattfinden. So trafen wir uns also in diesem Jahr am Fuße der Burg Ho- 
henzollern am Nordland der Schwäbischen Alb. YL Nina, DL2GRC und JAIG- 
Mitglied, hat das Treffen mit ihrer Familie und den Mitgliedern ihres Ortsver- 
bandes vorbereitet. 
Für die früh angereisten Teilnehmer war am 3. April ein gemeinsamer OV- 
Abend mit P 52 Rathaussaal in Sickingen angesetzt. Ein Diavortrag über 
Japan stimmte auf die kommenden Tage ein. 
Richtig laut und japanisch wurde es aber erst am Samstag, als über DB0CI 
und auf der Haus-qrg die Anreisenden eingewiesen wurden und eine, zwi- 
schen Autobahn und Hechingen neu eingerichtete Baustelle für ein mittleres 
Durcheinander sorgte. Aber auch das Problem konnte bewältigt werden, nach- 
dem ein einheimischer OM die Strecke abgefahren und Schleichwege erkundet 
hatte. 
Nach dem gemeinsamen Mittagessen fuhren wir zur Burg Hohenzollern. Leider 
hatte sie sich in Wolken gehüllt und Petrus zeigte sich mehr von der un- 
freundlichen Seite. Die Besichtigung war aber trotzdem ein voller Erfolg. Ein 
Profi des Tourismus leitete unsere ca.60köpfige Gruppe durch die Anlage und 
YL Mitsuko (leider noch ohne Rufzeichen) übersetzte nicht nur die Erklärun- 
gen des Fremdenführers, sondern brachte wesentlich mehr Einzelheiten und 
Informationen über die deutsche Geschichte ein. Mitsuko war einige Wochen 
vorher extra aus München zu einer Vorbesichtung angereist und hatte noch 
viel Literatur über die Burg gewälzt. Für die japanischen Gäste waren ihre  
Ausführungen sehr interessant. Ihr sei hier besonders gedenkt. 
An die Burgführung schloß sich ein Rundgang durch Hechingen an. 
Während der Tagung war die Clubstation DL0DJF qrv. Natürlich konnten auch 
Verbindungen mit Japan hergestellt werden, denn die Firma Fritzel hatte uns 
dankenswerterweise einen Anhänger mit 18 m Mast und FB 33 kostenlos zur 
Verfügung gestellt. 
Beim Festabend blieben dann im Großen Saal nur wenige Plätze frei. Fast 130 
Teilnehmer konnte Kunihiko Iki DF2CW, der Gründer und Leiter der JAIG, 
am Abend begrüßen. Die Tombola fand regen Zuspruch und für die musikali- 
sche Umrahmung sorgten Sumiko DD5FR auf der Koto, Anne DL2GRA (Flö- 
te) und Mieko DD5KJ (Gesang). Die Koto ist ein altes, inzwischen auch in 
Japan selten gewordenes Saiteninstrument. 
Die Teilnehmer kamen nicht nur aus DL, einige waren aus G, GM, GW, SM, 
F, PA, LX und HB9 angereist. 
Höhepunkt des Abend war die Verleihung des neugestifteten “Deutsch-Japani- 
s c h e n  F r e u n d s c h a f t s p r e i s e s”an  O M  K u n i h i k o  I k i .  I h m  w u r d e  d e r 
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Preis für die Gründung und Leitung der JAIG und für sein untermüdliches 
Eintreten für die deutsch-japanische Freundschaft verliehen. 
Kunihiko Iki wurde in Sendai-Nordjapan geboren. Er studierte Elektrotechnik 
in Sendai und war mit dem Rufzeichen JA7HM aktiv. Schon seit früher Ju- 
gend galt seine Liebe Deutschland und er träumte immer von einem längeren 
Aufenthalt dort. 
Nach zehnjähriger Berufstätigkeit in Japan wollte er sich seinen Traum erfül- 
len. Er bewarb sich darum bei verschiedenen Firmen in DL um eine Stelle. 
Eeine großes Unternehmen in München stellte ihn an, aber bevor er wieder 
nach Hause zrückkehren konnte, schoß Gott Amor einen Pfeil ab und traf 
ihn voll ins Herz. Heute lebt Kuni mit Familie in Fürstenfeldbruck. Er hat 
inzwischen die deutsche Staatsbürgerschaft angenommen. 
Am nächsten Morgen kam noch einmal Leben in die Bude. Ein früh aufge- 
standener OM ließ seinen Blick aus dem Hotelzimmerfenster über das am 
Sonntag morgen friedlich schlafende Hechingen schweifen, als etwas sah, 
was er nicht sah: Die Antenne war weg. Großalarm im Hotel! Alles in die 
Hosen und Socken und ab zum Tatort, aber der Anhänger mit Mast und 
Antenne stand noch auf seinem Platz; Michael DG1GRM hatte vorsichtshalber 
spät in der Nacht den Mast noch eingeholt, damit evtl. Aufkommender Wind 
der Antenne kein Leid antue. 
Die JAIG-Runde war auf 21 MHz an diesem Morgen besonders gut mit Teil- 
nehmern bedacht. Nach fast drei Stunden rief hier das Mittagessen und der 
Abreisetermin, da einige noch einen weiten Heimweg hatten, und in Japan 
wurde auch so langsam zum Abendessen geblasen und die Futons auf den Ta- 
tamis ausgerollt. 
Auf der HAM-Radio treffen wir uns wieder im Messerestaurant. Im nächsten 
Jahr soll das Treffen in Bad Homburg bei Frankfurt stattfinden. Gäste sind 
uns immer herzlich willkommen. 
Wer Interesse an der JAIG hat, wende sich bitte an OM Kuni DF2CW. 

 

Sayonara! Dewa mata o-aishimasho!   Edgar Morrison-Cleator DK9UA, 7J1ADW 
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＝ JAIG ミーティング ’92 がヘッヒンゲンで開催されました ＝ 

恒例の JAIG ミーティング，今回はドイツ歴史の最も重要な一時期をつくったプロイセン王の本家のある 

ホーエンツォレルン城のあるシュバーヘン地方の風景明美な町，あるいは学都チュービンゲンのほぼ 

隣 の 町 ヘ ッ ヒ ン ゲ ン で ４ 月 ４ 日 行 わ れ ま し た 。 

丁度，４月３日の金曜日には，この地の地域クラブ ホーエンツォレルンの月例ミーティングがあり一日早く 

到着していた松村(DJφＵＬ)，村上(GMφNJP)，鶴見(DJφOQ)の各 OM と私(DF2CW)がゲスト 

として出席致しました。会場では訪日の経験のあるクナウアーさん(DJ8YN)が彼の撮影したスライドで 

日本の様子を紹介し，JAIG ミーティングの雰囲気を盛り上げました。 

私達のミーティングの会場となっていたホテルには 17 米もある自立型伸縮マストに３エレメント トライ 

バンド用のアンテナとローテータが取付けてあり無線室として用意された一室にはもうすでにケーブル 

も引き込んでありました。これは，この地域クラブの方々が DL にあるハム用アンテナを製造している 

フリッツル社から無料で借用出来る様交渉し，1.5 トンもあるマストと基礎台車を 200km の道を引いて来て 

組立て用意してあったものです。月例の地域クラブミーティングが真夜中に散会したにもかかわらず是非 

このアンテナのテストをしたいとの希望で私の持参した FT757+FL7000 を設置接続，まずは 21MHz 

バンドでチューニング，しかしコンディションは良くなく，14MHz に QSY，聞こえる。JA が入感したので 

村上 OM が私共のクラブ局のコールサイン DLφDJF で呼んでみると一発で手ごたえありお互い 

に 59 のレポートを交換，そして又別の JA 局とはラグチューとなり真夜中に FB に交信出来る 

こ と を 確 認し ， お 互い に G u t e  N a c h t と 云 っ て 就 寝し ま し た 。 

翌朝４月４日には連絡用として設定しておいた 145,250MHz と 70 センチのレピータから次第に日本語による 

QSO が聞えはじめ，参加者がお互いに連絡を取り乍らヘッヒンゲンのこの町に向っているのが解り 

ました。DL のハムには地域クラブの OM が道案内役が引き受けていただき，それらの QSO も 

入りまじって受信出来 これでまさに私共のグループの国際的な一面を感じさせる一コマでもあり 

ました。早朝３時にアムステルダムを出て桜田さん(JP1NWZ)と共に車で走っている大保さん(PAφFHA)， 

フランクフルトで小松さん(DCφFM)にピックアップされた U.K.の荒川さん御夫妻(GWφ/N2ATT)とストッ 

クホ ル ム か らか け つけ て 来た 笠松さ ん ( S M φ H E G ) な ど の 声が 聞か れ ま し た 。 11 時に 私共 

の為だけに用意されたレストランでは頭初 15 名位かと予想していた参加者も 12 時をすぎる 

頃には 50 名が顔をそろえ別室に席を設ける程でローカルのハムの方々には夜の部への出席だけで 

昼食の 部は 御遠慮願い ま す 。 と 云う 程の 盛況と な っ て し ま い ま し た 。 こ こ で は も う 初 対面の 

方々が食事前からもう日本語とドイツ語まじりのアイボール QSO が始まっていました。 
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皆んなそろってのこの地方の料理を味わっての後 ここにある要塞ホーエンツォレルン城の見学に車を 

つられ乍ら出掛けたのです。ここでも又お互いに無線で連絡を取り乍ら走った様は JA のそれ 

と 変 り あ り ま せ ん 。 気 温 は ５ 度 程 で 肌 寒 く ， 時 折 り 小 雨 の 降 る ４ 月 で し た 。 海 抜 8 5 5 米 に 

ある城では，天気が良ければ広大なシュバーベン地方の丘陵地帯が見えるはずなのに残念乍ら 

霧にうずもれてしまっていました。しかしそれでも DF2MC の XYL による日本語の名ガイドでドイツ 

史の 重要な 一片に ふ れ お 互い に 記念写真を 撮り 合い ， そ し て 途中ヘ ッ ヒ ン ゲ ン の 町を 見学し 

夜の部の会場となるホテルへと又車を走らせたのでした。 

頭初，出席者は 60 名程度と想定して準備していたホールも仕切り壁を取り去りふたつの大部屋を借切 

って使用し，それでも座席の数は何んとか間に合う程で  後で出席者数を見ましたらほぼ 100 名の 

大ミーティングとなっていました。ドイツ国内全域は云うに及ばずヨーロッパ近隣諸国からの出席があ 

り 世界状態の 比較的安定し た 時期だ け に 誠に 嬉し い 限り で し た 。 J A の O M に は 早速一ツ 

のテーブルをかこんで夕食を共にし，ワインを飲み乍ら一年ぶりの再会を，あるいは初めてのアイボール 

Q S O に花が咲いて い た様です。 夜も 2 0 時を少しまわ った頃  先ず私が 挨拶に立ち， J A I G 

の昨年の経過報告を致しました。DLφDJF のコールでハンスさん (DF2MC)が第３回ジャパン 

インターナショナルコンテストに参加した際に獲得した豪華な盾を紹介したところ写真を撮りたい 

と の 申し 出と 共に フ ラ ッ シ ュ の 攻撃に 合い 報告が 一時中断す る 程で し た 。 次に ジ ー ク フ リ ー ト 

リーフラーさん (DG1GRS，ここの地域クラブ，ホーエンツォレルンの会長)の歓迎の挨拶があり， 

私共のいつもの習慣である自己紹介へと移って行ったのです。名前とコールサインだけだったの 

で す が ， そ れ で も か な り 時間が か か っ た 様で す 。 こ れ も 伝統と な っ た 澄子さ ん ( D D 5 F R ) の 

お琴に合わせ今回はアンネさん (DL2GRA)のフルートとの合奏で，先ずは日本の音楽をメドレー 

で ， 次 に 春 に ち な ん で サ ク ラ を 日 本 語 で 歌 い ， 引 き つ づ き 日 本 語 で “ 別 れ ” と 呼 ば れ 

親し ま れ て い る こ こ シ ュ バ ー ベ ン 地方の 曲ム シ デ ン を 独日両語で 岩崎美恵子さ ん ( D D 5 K J ) 

の 指 導 で 合 唱 い た し ま し た 。 D L の 友 達 に は お 琴 の 音 は 始 め て の 方 も 多 く  そ の め ず ら し 

さ も あ っ て 雰 囲 気 は 最 高 潮 に 達 し た の で し た 。 ニ ー ナ さ ん ( D L 2 G R C ) と 彼 女 の 家 族 

によ って用意さ れ た 福引きには ゼ クト （ ドイ ツ製シャン ペ ン ） や 日本酒， ハ ム 用ロ グブ ックあ る 

い は 出 席 し た 子 供 達 の 為 の 小 熊 の ぬ い ぐ る み な ど 2 0 0 点 程 を 求 め て い た だ き こ れ も 

又 大 変 好 評 で し た 。 売 り 上 げ は J A I G 運 用 資 金 と す る も の で し た 。 

私は突然エドガーさん (DK9UA,7J1ADW)の流暢な日本語とドイツ語で紹介を受け，今，第８回 
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目の JAIG ミーティングに当たりこのグループを創立，そして今日まで牽引して来た努力に対し，賞状と盾 

を贈るとの言葉に戸惑ってしまう一幕もありました。JAIG が今日，この様に大きく発展して来た 

要因はグループ皆様の一至協力があったからであり，そう意味からこの賞は JAIG 全体のもの 

であることは云うに及びません。 

日 独 両 国 の 親 善 交 換 は 言 葉 の 障 害 も な ん の そ の ， 夜 お そ く ま で つ づ き ， そ の な ご や か な 

雰囲気は御想像いただけると思います。普段ドイツ語や英語だけで生活されている JA の方  々

に も こ の 日は 思う 存分日本語を 楽し ん で い た だ け た こ と と 思い ま す 。 

ドイツは今夏時間，真夜中の午前０時は JANET の時間で荒川さん(GWφ/N2ATT)を始め多くの 

方々が無線機の前で待機していると普段この時間フェードアウトしてしまうＷのシグナルが私共 JAIG 

ミーティングに福音をもたらすかの様に聞えるではありませんか。あの世界中に知れ渡っている 

KB8VA のコントロールしているアナウンスが。空中状態は良さそうでしたが，私共の電波は残念乍ら 

直接とどかずカナダの大山さん(VE3/JJ1DSB)経由で DLφDJF のコールサインで始めてチェック 

イン出来ました。 

翌５日，戸外はみぞれの降る肌寒い天気です。日曜日，JAIG-NET のある日なので皆んな早起きし， 

朝食も 急い で 済ま せ  再び 無線機の 前へ 。 昨夜は 強風で あ っ た た め 下し て お い た ア ン テ ナ 

を 笠松さ ん ( S M φ H E G ) や 松村さ ん ( D J φ U L ) 等は 雨に ぬ れ 乍ら ク ラ ン ク ア ッ プ を 引き 上げ 

もどって来た頃は，まだ予定の１時間以上も前だと云うのに 21 .360MHz のネットの周波数で 

コントローラーの五十嵐さん (JA1DKN)のシグナルが聞えはじめていました。時間が早かったせ 

いか，あとからチェックインされた方々には私の時計がくるっていたの，と云う乍らの QRV もあ 

りました。ミーティングに参加された方々は一声ずつ J A に挨拶を送りそれらは全部受信され 

た様でした。又，DL のハムにはこの機会に是非 JAIG アワードをとの希望で特別 QSO があったり 

で 延 々 ２ 時 間 半 に わ た る J A I G - N E T も 昼 を 近 く し て 終 っ た の で し た 。 

JA の方々にはあまり話が出来なかったことでしょう。又，別のバンドでの QSO を希望された方々 

にも，それに答えられず申訳ないと思っています。そして又，ネットコントローラーの五十嵐さん 

には大変な御苦労をおかけしました。心から御礼申し上げます。 

S Mφ H E G と云え ばスエーデンの代名詞の様な笠松さん。 

マ グ ネ ッ ト ル ー プ ア ン テ ナ で Ｉ な し の 電波を 出し て お ら れ る ロ ン ド ン の G φ M Y B 河本さ ん ， 

ジュネーブから絶対に HB9 のルールで QRV と頑張っておられる HB9/GφRJW の宮本さん 
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CW で音なしのかまえ，しかしルクセンブルクで確実に活躍している LX2AA 加藤さん 

アンテナを上げたらこんなにも良く JA が聞えると毎週 JAIG-NET に顔を出している PAφFHA 大保さん 

D A φ で 今 後 の 期 待 を 一 身 に 集 め て い る J P 1 N W Z の 桜 田 さ ん 。 

実は J A ま で 飛ん で い る の に 飛ば な い ん で ね と い つも 謙遜し て い る G M φ N J P 村上さ ん 。 

世界中どこに転勤があっても彼の声は必ず聞えると定評のある N2ATT,GW7KTA こと荒川御夫妻 

そ し て 旧 東 ベ ル リ ン か ら か け つ け 皆 ん な で 初 対 面 を 祝 っ た Y 4 6 F O オ ラ フ さ ん 

な ど な ど 今回出席さ れ た D L 以外の 方々 を 列挙す れ ば そ の E U で の J A I G の 国際性が 

御解りいただけると思います。 

今後の第８回目のミーティング開催にあたって，先に書いたアンテナマストの借用運搬そして 

建設にあた り，又開催日には２米と 7 0 センチで道案内役をして下さった地域クラブホーエン 

ツォレルンの皆様，このクラブの会長ジークフリートさん (DG1GRS)とその家族，特にニーナさん 

( D L 2 G R C ) の 多 く の 困 難 な 問 題 解 決 に あ た っ た 労 力 ， そ れ が な く て は こ れ 程 の 

成 功 は あ り 得 な か っ た で し ょ う 。 

紙 上 を 借 り て 心 か ら 御 礼 を 申 し 上 げ ま す 。                 DF2CW 記 

 
 注：この記事は荒川 OM(GWφ/N2ATT)を通して CQ 出版社に出しております。 
 
 

 

HAMRADIO’92-FRIEDRICHSHAFEN 
 

WIR TREFFEN UNS WIEDER AUF DER MESSE 

HAM RADIO IN FRIEDRICHSHAFEN 

27.Juni ’92 SAMSTAG AB 11.00 UHR 
GR.RESTAURANT IN MESSEGELÄNDE 

 

例年の様に この機会に再びｱｲﾎﾞｰﾙをしたいと思いますので 

会場に来られた方は御出席下さい。 

    6 月 27 日土曜日 11 時から、ﾚｽﾄﾗﾝでお待ち 

致しております。 
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Beim Jahrestreffen von JAIG in Hechingen hat DF2CW, wie folgt, begrüßt: 
 
Auf Grund der günstigen politischen Lage im Vergleich zu 1991 können 
wir diesmal hier in Hechingen zahlreiche japanische Freunde aus 
benachbarten europäischen Ländern begüßen , worüber wir uns sehr 
freuen. Ich möchte auch im Namen unserer Mitglieder die Gäste vom OV 
hohenzollern (P52), Herrnburg und Böblingen herzlich willkommen 
heißen. 
Seit dem letzten Treffen wuchs die Zahl unserer Mitglieder um rund 
67%, das ist die größte Zuwachsrate seit Bestehen unserer Gruppe. wir 
sind jetzt 215 Mitglieder. Das ist eine erfreuliche Nachricht, jedoch 
bringt sie einige Problreme mit sich, die nicht nur die Herausgabe der 
JAIG-NEWS betreffen. Wie Sie sicher schon gemerkt haben, bemühe ich 
mich, den Inhalt zwei-sprachig zu gestalten. Die JAIG-NEWS sind das  
eizige Kontaktmittel unserer Mitglieder, neben der JAIG-RUNDE. Ich 
möchte aber über dieses Thema von Fall zu Fall mit den betroffenen 
OM’s diskutieren. 
Bis Ende März 1992 haben wir von den Diplomen der Klasse I 64 Stück  
und der Klasse II 83 Stück herausgegeben. Es gehen aber in letzter 
Zeit weniger Anträge für Diplome ein. Werben Sie deshalb bitte in 
Ihrem Bekanntenkreis, z.B. bei einer Funkverbindung. Außerdem 
schauen Sie bitte in Ihr Log-Buch, wer dieses schöne, dreisprachige 
Diplom noch nicht erworben hat. Derjenige möchte bitte einen Antrag 
Stellen, da unsere Finanzlage um etwa 6DM pro Diplom aufgebessert  
wird. 
Wie ich bereits in der JAIG-NEWS Nr.25 geschrieben habe, überreichten 
OM Hans (DF2MC) und OM Edgar (DK9UA) im Namen der JAIG-Gruppe 
anläßlich ihres Japan-Besuchs OM IGARASHI (JA1DKN) einen bayerischen 
Bierkrug mit Zinndeckel als Anerkennung für seinen unermüdlichen 
Einsatz als Kontroller für die wöchentliche JAIG-RUNDE. Ohne ihn wäre 
der reibungslose Info-Austausch zwischen Europa und Japan unmöglich. 
Viele unserer Freude nahmen am dritten Japan Internationel DX Contest 
teil. OM Hans (DF2MC) betrieb als Operator die JAIG-Clubstation 
DL0DJF. Wie schon in den JAIG-NEWS berichtet, gewann er den 1. Platz 
in Europa in der Kategorie 20-Meterband als Einman-Operator. Ebenso 
haben OM Günter DF9ZN und OM Hans DF4WW in anderen Kategorien jeweils 
den ersten Preis gewonnen. Außerdem sind OM Tsurumi DJ0OQ und OM Ronny 
Y48GN als Preisträger veröffentlicht worden 
Die Frequenzen 21.360 Mhz und 28.360 Mhz etablieren sich nicht nur 
bei der JAIG-Runde als Treffpunkt für unsere Mitglieder. Wie wäre es, 
wenn OM’s aus DL diese Gelegenheit nutzen würden, um ein bißchen 
japanisch zu sprechen?  
Ich glaube, daß wir den in Europa lebenden japanischen OM’s, die 
lange Zeit aus verschiedenen Gründen QRT waren, durch unsere 
wöchentliche JAIG-Runde einen Anreiz gegeben haben, wieder als Funker 
aktiv zu werden. Ich habe in letzter Zeit viele neue Stimmen hören 
können. Außerdem habe ich festgestellt, daß sich viele OM’s wie sog. 
TANUKIs, auf deutsch Dachse, verhalten d.h. zuhören und nicht an 
der Runde teilnehmen. 
Nun, das nächste JAIG-Treffen findet am 27.Juni 1992 in 
Friedrichshafen beim HAM RADIO statt. 
Wir danken Bernd(DG1GFQ), Holger(DL8CSU), Horst(DJ4SM), Krisch(DL1GDC) 
für die Organisation und den Transport der 3 Elemente-Yagi-Antenne mit 
17 Meter Höhe Gittermast. Ebenso gilt unser Dank Werner(DG9GBN), 
Willi(DG2GBI) und Andreas(DG8GAR) für die Weganweisung über Funk der 
Teilnehmer. 
Wir danken Nina und den sieben Schwaben der funkenden Familie Riefler 
herzlich für die Bemühung, das diesjährige Treffen organisiert zu 
haben. 
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DF2CW は次の様に挨拶した。 

今 回 は 比 較 的 安 定 し た 国 際 情 勢 の 中 で 前 回 と 違 っ て 多 く の 近 隣 諸 国 か ら の 御 出 席 を 見 大 変 嬉 し く 

思います。また，この地域クラブ ホーエンツォレルン，ヘルンベルク及びボォーブリンゲンの方々の参加を 

心から歓迎致します。私共のグループは前回のﾐｰﾃｨﾝｸ ﾞ以来 67%もの増加を見 現在の会員数は 215 

となりました。それは嬉しいことでありますと同時に JAIG-NEWS の発行部数が多くなるとの他に，本格的に２ケ国 

語で記載しなければならない等と云う様な問題を持っています。しかしこの JAIG-NEWS は JAIG-NET と共 

に会員相互の交流の場としての重要な役割をもっていますので，その時，その場によって他のメンバーの方々と話 

会い 解決し よ う と 考え て 居り ま す 。 今年の ３ 月ま で 私共の J A I G - AWA R D は ク ラ ス Ⅰ に 於て 6 4 枚 

クラスⅡに於いて 83 枚の発行がありました。しかし最近その申請が少くなって来ている様です。ですから 

QSO の時などこのアワードの存在を知らせる様 PR をお願い致します。それからこれを受けていない 

会員の方々にはもう一度ﾛｸﾞを見ていただき申請して下さい。ちなみに１ツのアワードにつき JAIG の資金 

が約６マルクの増加を見ます。もうすでに JAIG-NEWS25 号でお知らせいたしました様にハンス(DF2MC) 

とエドガー(DK9UA)の訪日の際五十嵐 OM(JA1DKN)にバイエルン風の錫のフタの付いたビールジョッキを，彼 

の毎日曜日に行われている JAIG-NET のコントローラーとしての努力に感謝し，贈りました。五十嵐 OM なしでは 

こうもスムーズな EU と JA の Info 交換は出来ないかも知れません。第３回目の JAPAN-INTERNATIONAL DX- 

コンテストでは DF2MC がクラブ局 DLφDJF で大活躍したことは皆さん御存知でしよう。その他私共の会員で DF9YN,DF4WW, 

DJφOQ それに Y48GN も入賞しております。21,360MHz と 28,360MHz はもう私共の待合せの場所として定着している様です。 

これがDLの方々の日本語の練習の場となってくれるとよろしいと思っています。EUに長く住んでいて，いろいろな事情でQRV出来なかっ 

た方々，私共の JAIG-NET にシゲキされたのでしょうか新しい声が聞える様になりました。その他に多くの方々がタヌキをしている様 

でもあります。さて，次の JAIG ミーティングは６月27 日フリードリッヒスハーフェンで HAM RADIO です。 

私共は，３エレアンテナと 17 米マストの調達運搬に多大の労力のあった DG1GFQ, DL8CSU, DJ4SM それに DG1GDC 

の各 OM に感謝致します。又，参加者の為無線での道案内に協力してくれた DG9GBN,DG2GBI,それに 

DG8GAR の OM の方々に御礼申し上げます。 

ニ ー ナ と ７ 人家族の 無線家フ ァ ミ リ ー ， リ ー フ ラ ー さ ん に は 今回の ミ ー テ ィ ン グ 開催に あ た っ て 多大の 

努 力 に よ り そ れ を 成 功 に 導 い た こ と に 私 共 か ら 深 く 感 謝 の 意 を 表 し ま す 。 

          (７頁の翻訳 DF2CW) 
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Aus dem Scwarzwälder-Bote, 10.April ’92 ローカル紙シュバルツヴェルダーボーテから（４月 10 日付） 
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Aus dem Heimatzeitung-Hechingen v.10.4.92 
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10.4.92 
HZ-Hechingen 



個人的な交流を深める ヘッヒンゲンに於いてドイツと日本のアマチュア無線家ミーティングに 100 名以上の参加をみる 
 
先週末にヘッヒンゲンに於いてドイツと日本のアマチュア無線家によるミーティングが開催されました。年に一度

JAIG の会員はドイツ国内の異なる場所に於いて会合を持って居ります。今年は DARC 地域クラブのホーエンツ

ォレルンがニーナ リーフラー(DL2RGC)の企画によりここでの開催に導いたのでした。 
100 名以上の会員とその家族が全ヨーロッパから参加，今までは長い間無線だけでコンタクトのあった友との初

対面を祝ったのでした。 
この国際的なミーティングはここの地域クラブ月例ミーティングで始まりました。興味ある日本旅行の講演と，そこ

に展示された旅行記念品は次の日に開かれるミーティングの雰囲気をもり上げました。土曜日の午前中にはもう

多くの参加者が集まって来ました。昼食の為に用意されたレストラン“クップァーカンネ”ではもう再開を祝い楽し

い会話が始まっていました。その後ドイツ語と日本語によるホーエンツォレルン城の見学が行われました。市内

見学が終ってからそれぞれ会場となっているホテル“ラム”に集まったのです。そこには後から後からたくさんの

参加者，とくに近隣地域クラブのチュービンゲン，ヘレンベルクあるいはボーブリンゲンからは代表者等の出席

がありました。日本の音楽を日本の楽器による演奏で会場の雰囲気は最高潮に達しました。琴と呼ばれる楽器

は 13 絃から成る伝統的な日本のものであらゆる音階に調節出来るものです。これの演奏中は東洋の魔術にゆ

り動かされる雰囲気をかもし出したのでした。日本の風景，有名な建造物を印刷したポスターはそれにマッチし

たものでした。このミーティングの為に地域クラブホーエンツォレルンとヘレンブルクの友達は 17 米もあるアンテ

ナマストを調達建造しそれに短波と超短波用アンテナを取付けました。とくに夜間と日曜日の午前中は全世界に

向けて交信されたのでした。ﾛｸﾞが物語っている様に，もっともなことでしょうが，殆ど日本との交信のものでした。

日本の友達はこのミーティングのことを前々から知らされて居り私達を待っていたのでした。その他オーストラリ

ヤ，アメリカ，ベネズエラ，ナイジェリア，そしてアラスカ等々もここヘッヒンゲンに集まった無線家達の交信相手 
でした。いつも感じることですが，もしだ

れかがこのホビー通しだれかとコンタク

トを持とうと思えば交信することにより知

り合いになれる。 
ここには職業上のあるいは身分上の階

級は殆んど問題になりません。そこには

大学の先生から農業労働者などあるい

は精密機械工や世界的に有名な会社の

職員であるかもしれない。 
日曜日の昼頃お互いに別れをつげ，あ

るいはスエーデン，あるいはスコットラ

ンド，イングランド，又オランダやルクセ

ンブルクへとそれぞれ帰省についたの

でした。アマチュア無線は変化にとんだ

ホビーです。どなたかこれに興味を持っ

た方はいつでも私共のホーエンツォレ

ルンクラブの会員とコンタクトを取り詳細

を聞いてください(Tel.)。アマチュア無線

に許可された周波数はライセンス保持

者のみが使用を許されているもので

す。 
充分な出席者数が確保出来れば今秋講

習会を開く準備をして居ります。 
（12 頁の翻訳，DF2CW） 

 
 

注 11 頁の新聞記事は内容が殆んど同じなので日本語には翻訳しませんあしからず。  de DF2CW 

先週末100 名以上のアマチュア無線家がヘッヒンゲンに集まり独日ミーティングを開いた。写真左はアンテナ建設中。右は JAIG グループを設立した 

IKI と MATSUMURA OM である。 
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Ｇ ｅ ｓ ｃ ｈ ａ ｆ ｆ ｔ ！ 
  
 Hallo liebe JAIG-Mitglieder! 
  Ich nehme zwar an, daß der folgende Artikel hauptsächlich für YLs und OMs in 
und aus Japan von Interesse sein wird, aber vielleicht wird ja auch hierzulande 
zumindest die Neugier geweckt. 
  Nachdem ich aus Japan zurückgekehrt war, konnte ich leider wegen fehlender 
Antenne nicht mehr regelmäßig am Sonntäglichen JAIG-NET teilnehmen. Stattdessen 
hatte ich vor, es mal per PR zu versuchen und als ich in den JAIG-NEWS auch noch 
die Mailboxen einiger OMs (darunter die von JE1BQE, OM Nebiya) entdeckte, 
probierte ich es kurzerhand aus schickte unter anderem eine Nachricht an 
OM Nebiya. Von dort erhielt ich auch mit der Berlin-typischen Verzögerung bald 
eine Antwort. 
  Leider gab es seit Sommer vergangenen Jahres immer wieder Probleme mit dem 
einzigen Link (DB0BLN-DB0TOR), der Berlin mit dem S&F-Netz von DL verbindet, so 
daß wir teilweise über einen Monat von der Umwelt “abgeschnitten” waren. Dem- 
entsprechend lang waren die Laufzeiten... Fast hätte die Angelegenheit ihren 
Reiz verloren, aber dann lief BLN wieder. In der Zwischenzeit kamen noch einige 
Kontakte zu OM Murakami, GM0NJP und OM Maruyama, DJ0MBG hinzu. 
  Bis zu diesem Zeitpunkt schrieben wir zwar teilweise auf Japanisch, aber in 
der entsprechenden Umschrift mit Lateinbuchstaben, denn mir stand nur der C-64 
an der Clubstation zur verfügung. Nebenbei versuchte ich noch, meinen “Spectrum” 
PR-reif zu machen, was es mir aber übelnahm. Nun hatte ich mir in Japan einen 
Wordprocessor zugelegt und extra darauf geachtet, daß dieser auch eine serielle 
Schnittstelle besaß, denn ich wollte ihn eines Tages auch für PR auf Japanisch 
(sieht lustig aus, besonders auf “normalen” Computern) nutzen. 
  Vorher holte ich vom Sysop unserer Box (DB0GR) die Erlaubnis ein, seine von 
Binär-Files freie Box mit ebensolchen zu füllen.(Er war sogar begeistert...) 
während ich noch überlegte, welchem TNC die Ehre zukommen sollte, die Schnitt- 
stelle meines Wordprocessors zu bedecken, erhielt ich plötzlich ein Paket von 
OM Nebiya (Nochmals vielen Dank!) mit einem TNC-223...(ein schönes Gerät!) 
  Entgegen den Bedenken einiger OMs, die meinten, die Boxen auf Kutzwelle würden 
nur sieben Bit übertragen, starteten OM Nebiya und ich einige Tests, die 
letztendlich zum Glück das Gegenteil bewiesen. Selbst nach Berlin kann ein 
“richtiger” japanischer Text in drei Tagen gelangen. Auch mit Mieko, DD5KJ, 
läuft seit einigen Tests der Austausch auf Japanisch. Man steht nämlich erst 
einmal vor dem Problem, sich mit der Gegenstation auf eine einheitliche Kodie- 
rung der Zeichen (ein Hoch dem ASCII-Code!) zu einigen. 
  Nun wird sich bestimmt mancher fragen, ob er dann nicht lieber gleich einen 
Brief von Hand auf Japanisch schreiben solle... Natürlich braucht man gewisse 
technische Voraussetzungen (8Bit-TNC, Wordprocessor oder Computer mit japani- 
schem MS-DOS) und auch Sprachkenntnisse (Japaner müßte man sein...), aber man 
kann ja auch so mal eine Nachricht auf Englisch oder Deutsch bzw sogar Programme 
schicken. Bis jetzt noch nicht gelungen ist es mir leider, eine Nachricht bei OM 
Kumagai, JA1MCZ (via JL1ZKI) ankommen zu lassen. Hier könnten vielleicht die OMs 
in JA mit den genauen “Adressen” ihrer Boxen, die ja manchmal recht abenteuer- 
lich aussehen, dienen. 
  Auf jeden Fall hoffe ich auf weitere Kontakte und danke nochmals allen, die 
hierbei mitgewirkt haben. 
            73! de Olaf, Y46 @ DB0GR 
PS: Wir können uns eigentlich glücklich schätzen, daß die ”offene Sprache” in DL 
    recht locker definiert ist... 

や っ た ぞ ！ 
 

JAIG の皆さん、こんにちは。 

多分、この記事に付いて特に日本又は海外に住んでいる日本人には関心があると思いま 

す。 

私もアパマンで、HF のアンテナがないので日本留学後以来日曜日の JAIG-NET にあまりよ 

くログ・インできません。ですからその代わりにパケットの転送でやることを考え出しま 

した。そして、JAIG-NEWS にはメンバ数人の BBS を見つけて、その中の JE1BQE 根日屋 OM の 

BBS へもメッセージを送ってみました。ベルリンまではいつも特に時間が掛かりますが、 

結局返事が入って来ました。 

 ベルリンはドイツの転送ネットと一つのリンク(DB0BLN-DB0TOR)だけで繋がっています 

が、去年の夏以来いつも色々な問題があり、一カ月以上転送はうまく行かない場合もあり 

ました。この理由でもちろんメールが着くまでに長い時間が掛かってしまいました。もう 

やめようと思った時にやっと BLN がまた動き始めました。その時、GM0NJP 村上 OM や DJ0MBG 

丸山 OM ともメールの交換を始めました。 

 その時までは日本語でも書きましたが、いつもロマ字だけでした。私は日本滞在中ワー 

プロを買いましたが、特にシーリアル・インタフェースが付いているのを注意しました。 

なぜかと言うと、パケットを漢字でやる予定があったからです。（ヨーロッパのコンピュ 

―タでできないでしょう） 

 しかし、うちの BBS の SYSOP はプログラム・ファイルなら（日本語も 8 ビットですね） 

厳しいから、まずその人の許可を得ました。それだけではなく、彼がとても興味があるよ 

うでした。私はどの TNC にするかと考えた途中で突然根日屋 OM から荷物が入りました。そ 

の荷物の中には TNC-223 が入っていました。（もう一度本当に感謝したいと思います。） 

 回りの人は数人 HF の BBS が 7 ビットの転送しかしないという疑問を述べましたが、それ 

を構わずに根日屋 OM とテストを行った結果そうではないと幸いに明らかにしてきました。 

日本からベルリンまでも「本来の」日本語のメールが三日間のうちに着く場合がありまし 

た。DD5KJ 岩崎 YL ともテスト以来漢字で書かれているメールを交換しています。 

多分ドイツ人の中には「私には何の利益があるか」と聞く人がいるかもしれません。も 

ちろん、漢字でパケットをやるのにはまずその設備(8 ビットの TNC とワープロ又は日本語 MS 

-DOS 使用コンピュータ)そして日本語の知識（日本人だといいね）が必要です。ただ、こ 

のテストの結果で何でも送ることができると分かりました。しかし、残念ながら熊谷 OM(J 

A1MCZ @JL1ZKI)のところに何度メールを送ってみても、なかなか着かないようでしょう。 

それは BBS の「住所」の問題であると思いますので、日本側のメンバにその BBS リスト 

等を伝えていただけませんか。 

それでは協力して下さった皆さんにもう一度感謝したいと思います。日本語で安心です 

から皆さんたくさんのメールをこれから送って下さい。 

  73! De オーラフ、Y46FO @ 

DB0GR 

 

こちらでの設定： 漢字コード シフト JIS 

  全角シフト 新 JIS ”ESC-$-B” 

  半角シフト 慣用 ”ESC-(-H” 
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          STAND: 1. MAI 1992 
 
 
Nr. DL-Call   JA-Call    And, Call 
 
001 DJ0UL     JA1SC      4U1ITU 
002 DJ0LV     JA1MCZ      
003 DJ0VX     JA1OLT 
004 DK9QZ      
005 DJ0QQ     JH1GSN 
006 DJ0ZU     JA1BCN 
007 DL/JA7SOQ JA7SOQ 
008 DD5DN     JA4AES 
009 DD5DP      
010 DL/JA3BAG JA3BAG 
011 DJ0SI     JA1OYP     C31UX 
012 DD5GJ     JA4OAE 
013 DJ0YM     JA3XKJ 
014 DD5CM     JG3SNE 
015 DJ0FN     JR1UTX 
016 DJ0ER      
017 DJ0SC     JF3SEI 
018 DF2CW     JA7HM      DJ0VK 
019 DJ0ID     JA1WNL 
020 DD5GO     JH2PKO 
021 DJ0KE     JA9IFF     4U1VIC 
022 DD5EF     JQ1NRO 
023 DC0FM     JA0CQP      
024 DJ0BW     JA1HNN     DD5GI 
025 DL/JA1AN  JA1AN 
026 DL/JR1HJS JR1HJS     JA0CZC 
027 DL/JM1LJX JM1LJX 
028 DL/JH3CLK JH3CLK 
029 DL/JH3OHL JH3OHL 
030 DL/JR1SWB JR1SWB     5Z4WB 
031 DL/JA3AER JA3AER     N2ATT 
032 DL/JA1BRK JA1BRK     KE6DI 
033 DL/JH1PVI JH1PVI 
034 DL/JE1BQE JE1BQE     JA9QZH 
035 DL/JG1GWL JG1GWL     KE6QX 
036 DC0JH     JR1ICU 
037 DD5KJ     JN1UUJ 
038 DC0FW 
039 DC/JE1OHO JE1OHO 
040 DD5FX 
041 DJ0QN     JA1SKY 
042 DJ0WU     JR3PZW     DL/JR3PZW 
043 DJ0CJ 
044 DJ0CT     JA0NK      ON8YA 
045 DJ0DY 
046 DJ0TN 
047 DJ0ZS 
048 DD5CY 
049 DL/JH3FNC JH3FNC     GM0NJP 
050 DD5HM 
051 DD5LC 
052 DD5LD 
053 DL/JA6EGL JA6EGL 
054 DJ0AAD    JA3MOB 
055 DJ0MBB    JA3LIL 
056 DD5BG 
057 DD5BO 
058 DD5BV 
059 DD5HO 
060 DD5JU 
061 DJ0MBY    JH7KJJ 
062 DJ0FB      
063 DJ0HY     JA4MBR 
064 DL/JI1VLV JI1VLV     5Z4NN 
065 DD5FR      
066 DL/JF1SAG JF1SAG     FE1MUY 
067 DH/JR1KWR JR1KWR     G0LHB 
068 DL/JH0BLI JH0BLI      
069 DL/JI6KHA JI6KHA      
070 DJ0MCD    JH1LPF     KG2X 
071 DJ0AVV    JH1PKN     DD5KC 
072 DL/JE1TGN JE1TGN 
073 DL/JA6EV  JA6EV 
074 DL/JA7VR  JA7VR 
075 DL/JH7DEA JH7DEA 
076 DL/JE7MBN JE7MBN 
077 DL5SCC 
078 DG4SAB 
079 DJ9WH 
080 DK6PK 
 
 
 

081 DK9UA     7J1ADW     C30LEK 
082 DD8PW 
083 DL2GRC    DG1GCR 
084 DL/JA0BSL JL1BVO     JA0BSL 
085 DH6DAI 
086 DL/JR0DLU JR0DLU      
087 DJ8MA 
088 DJ0MBG    JE1NWL     KB6IVM 
089 DL/JA1DKN JA1DKN 
090 DH/JA0HPC JA0HPC 
091           JA2RM      F/JA2RM 
092           JA7EUK     LX2AA 
093           JR1XRC     PA3FHA 
094           JA3DAY     SM0HEG 
095                      SM0NQS 
096                      SM0PBC 
097                      SM0RAQ 
098 DK9UI 
099 DF2YH 
100 DB7IU 
101 DL0DJF 
102 DL2OC 
103 DL/JE2AIN JE2AIN 
104                      OE6CSD 
105                      OE1YOB 
106 DL/JA1RDW JA1RDW      
107 DJ6PO 
108 DF9ZN 
109 DH1BAI 
110 DJ0HA     JA0DBQ 
111 DF2MC      
112           JE2LMM     FDIRDG 
113 DC0HR     JI3DCF 
114 Y27MN 
115 Y25QN 
116 DJ0FX                OE6BVG 
117 DJ0OQ     JH2BCR 
118           JA3BRW     G0MYB 
119           JA4KQG     G0NTK 
120           JA0BUA     G4YHC 
121       GI0KL 
122 DJ0MDU    JM1SWN 
123 DC8YY 
124 DJ0TQ     JA3PE 
125 DD5CI     JQ3MGZ 
126 DF4IJ 
127 DL9KCJ 
128 DG3DBJ 
129 DG5DBT 
130 DG2DBO 
131 DF1CZ 
132 DG3EAW 
133 Y46FO     7J1AIT 
134 DC6QO 
135 DL4LI 
136           JA1PS    F/JA1PS 
137 DE1WBD 
138 DJ2JD 
139           7J1AIJ 
140           JA1IST   WR6M GφPMQ 
141           JA3GUY 
142 DG8DBQ 
143 DF4WW 
144 DG5KBE 
145 DL9VN 
146 DL9GZ 
147 DF1PJ 
148 DH2PAX 
149 DL8SCU 
150           JA1HIS 
151           JA1MYW 
152 DD3JP 
153 DG1EHB 
154 DG9ZY 
155 DG9ZU 
156           JA3DO      KD2YH  
157 DF1IU 
158 DH/JR7IAF 
159           JA7CIY 
160           JI1LNP 
161           JK6RWM 
162 DL/JK1SDK JK1SDK 
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163 DC/JK1BFA JK1BFA 
164 DL0KHD 
165 DL9JW 
166 DG6LAU 
167 DK5JI 
168  
169 DG3SI 
170 DC9JP 
171 Y48GN 
172 Y22ON 
173 DL2GRA 
175 DH0GRG 
174 DG1GRS 
176     F/JH2LYQ 
177     F/JA1AQX 
178 DK5OC 
179 DL1PT 
180 DL1PK 
181 DL/JN1SPR JN1SPR 
182 DL/JJ1CAS JJ1CAS 
183 DL/JA1LZR JA1LZR 
184 DF6SW 
185 HE9SUK 
186 DL/JH1BRC 
187 DL/JQ1TDQ 
188         KL7YR 
189 DH2YAU 
190 Y38-14-G 
191      JF1MJO 
192 DL9HC 
193 DG8YGJ 
194      JA1BNW 
195      JA0AW 
196 DG9EAF 
197 DL/JA1VC   JA1VC 
198 DG1EHR 
199 DH0DAC 
200 DK5ML 
201 DE1SVE 
202 Y48IL      7J6AAO 
203            JP1LPH 
204            JA9BFM 
205 DG7YEO 
206  
207 DJ0QM 
208 DL/JR2BBR 
209 DL1YCG 
210            JA0KG 
211 DL/JA1NVF  JA1NVF 
212            JL1EEE 
213 DL/JJ1UAP  JJ1UAP 
214 DL9XW 
215 DL/JA8FTW  JA8FTW 
216 DJ4SM 
217            JG3FAR 
218            JK6VLO 
219 DL6GBI 
220 DF7UB 
221 DG1GRM 
222 DG5YGI 
223                  OE1MWC 
224            JJ1DSB     VE3/JJ1DSB 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

Registration From for 

 

Asian YL Meeting’93 in Osaka 
 

 

   Please fill out either Form(A) or Form(B), if you wish to join 

the Asian YL Meeting’93 in Osaka. 

 

 

Form(A)･･･If you plan full participation, please fill out Form(A) 

     and return it to JR3MVF promptly. 

 

Form(B)･･･If you hope to join the meeting but cannot be sure 

     you will be able to attend,  please fill out Form(B) 

     and return it to JR3MVF before June 30. 1992. 

     Then when your plans are firm, please send Form(A) to her 

     before August 31. 1992. 

 

   If you have any questions about this meeting, please do not hesitate 

to write to JR3MVF, Kyoko Miyoshi, 4-16 Kokawa, Chuou Osaka 540 Japan. 

   We are awaiting your reply. 

 

 

Form (B) for Possible Registration 

 

   While I wish to join the Asian YL Meeting’93 in Osaka, I cannot yet 

determine whether I will be able to attend.   If I can attend, I will 

send Form(A) before August 31. 1992 or                  1992. 

 

 

   Call sign:                  Name:                               

   Address:                                                         

                                                             

       Tel.:                         Fax.:                          

   Attending with:                                              

                                                                 

 

 

 

Form (A) for Possible Registration 

 

1) I will attend the Asian YL Meeting’93 in Osaka. 

    Call sign:                   Name:                                      

    Address:                                                               

                                                                            

        Tel.:                        Fax.:                                      

    Country:                                                    

    Attending with:      Call               Name 

                OM                                                     

                                                                 

                                                                

                                                                  

                                                                          

2)  Please book the following rooms at the hotel. 

                 No. of rooms       Night 

    Single Room:                                                

    Twin Room :                                 

3)  As registration fee and deposit of partial expenses, I will 

    send ￥5,000 no later than Sept. 30. 1992, to Postal Account 

    ”Osaka 8-129890, Asian YL Meeting’93 in Osaka, Kyoko Miyoshi, 

    4-16 Kokawa, Chuou Osaka 540 Japan.” 

    I understand the balance is to be paid upon arrival. 

      YL   OM,etc               Amount 

    Registration  :              ￥ 1,000 X        = ￥               

    Welcome Party  :              ￥ 2,000 X        = ￥               

    OM-YL Banquet:              ￥ 8,000 X        = ￥               

    Breakfast X 2   :              ￥ 2,060 X        = ￥               

    Lunch          :              ￥ 2,060 X        = ￥               

    Hotel Fee X 2     :              ￥12,360 X        = ￥               

 

        Total                         ￥               

                                                            

3)  Regarding an optional tour, I like the following marked: 

    1. Visit to a manufacturer of radio equipment. 

    2. Sightseeing in Kyoto 

    3. Others :                                                                
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